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家庭科教育における高齢者

高齢者の生活意識とその分類について
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Asurveyonlivingactivitiesandawarenesswasconductedon633subjects(290

malesand343females)ranginginagefromsixtiestoeightieslivinginKumamotoCity，

MiyazakiCityandBuzenCityofKyushuisland・Ｏｕｔｏｆｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅｓｕｒｖｅｙ,this

reportdealswiththelivingawarenessofthesubjectsindetail,whichisonlybriefly

coveredinanotherreport．

ｌ、Healthandfamilyarefoundtobethemajorconcemsinthelivingawarenessin

theadvancedage、

２．Regionaldifferenceswerenotperceivedamongthethreecities、

３．Differencesdependingonsexorageｗｅｒｅｎｏｔｆｏｕｎｄｅｘｃｅｐｔｆｏｒｃａｓｅｓｉｎwhich

activitieswithphysicaleffortswereinvolved、

４．Classificationofsubjectsintofivepossibletypesbytheirlivingawarenessis
shown．

動と生活意識について質問紙により調査した．調査

した生活意識項目は，「生きがい｣，「うれしいこ

と｣，「いやなこと｣，「一番時間を使っていると思う

こと｣，「家族のためにしていると思うこと｣，「おも

な仕事と思っていること｣，「将来のくらし｣，「おも

な趣味」の８項目であった．これらの項目について，

被調査者に自分の感じていることを自由に託述して

もらった．調査地点である３市は，九州の中・南・

北に位置し，人口規模は，熊本市の55万人を筆頭に

順次ほぼ半減している．表１に地域別・年令階級別

の対象者数を示した．

目的

別報')において，これからの家庭科教育における

課題の一つとして高齢期の生活をとりあげる必要を

述べ，またそれが共学の題材となり得ることを指摘

した．その視点から，一連の「家庭科教育における

高齢者」についての研究を行っている．

本報の目的は，別報では省略した高齢者の生活意

識について報告し，その生活意識の内容に従って志

向型に分類することにある．

方法

熊本市，宮崎市，豊前市に居住する老人クラブに

属する633名（男290名･女343名）について，生活行
表１－１調査対象者（地区名）

3 0 0 ２１０１２３

熊大教育工学センター紀要，
第２号，５５－６４，１９８５

熊本市宮崎市豊前市 計
．家庭科

．。教育工学センター

寧.。北九州保育専門学校

．..、宮崎大学教育学部

.…車庫尚綱短期大学

噸擦耀…九州女学院短期大学

男
女
一
計

125
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８６

１２４
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４４

290

343

633



(％）

結果及び考察

１．高齢者の生活意識について

生活意識の区分

生活意識の８項目について，高齢者が自由に回答

した結果をカテゴリー毎に整理したところ，以下の

ようにまとめることができた．

すなわち，「生きがい」では，表２－１に示すよう

に噸健康.，、長寿.，おもな、趣味､，敵子･孫、の成

長，、社会や地域での活動w､，自分の､仕事勤務.，、ケ

表１－２調査対象者（性別，年齢別）

奥村美代子・吉田道雄・蜂谷千寿子・米村敦子・多久慶子・平野多嘉子

60歳代

前半

２０

５１

60歳代

後半

６５

６７

70歳代

前半

９１

１０８

70歳代

後半

７２

７９

80歳代

前半

３１

３０

80歳代

後半

１１

８

計

男
女

290

343

6337１ 132 199 1 5 1 〆６１１９

表２－１生活意識項目の分類

一生活感情について－

ｌ
１
４
ｌ
５
ｌ

い
や
な
こ
と

平亦、

５６

Ｓ志向型

社会活動1１．４

１１．４

社会活動２．３

２．３

平和０．４

０．４

生
き
が
い

平和０．４

年金０．４

う
れ
し
い
こ
と

０．８
－

２

４
’
６

Ｈ志 向型 Ｐ志向型 Ｆ志向型 ｍ志向型

男

計

女

計

健康１ ９．０

ゲートポール３．４

庭仕事２．８

長寿２．１

運動、 0 . 7

2８ ０

健 康１５

ゲートポール３

庭仕事２

長寿１

運動 0

２
５
９
２
２

趣味味 1 1 . 0

仕事・勤務２．８

13.8

趣 味 9 . 0

仕事・勤務３．０

１２．０

子。孫８．６

家族１．４

夫婦０．７

家事・手仕事０．３

11.0

子。孫９．９

家事・手仕事３．２

家族２．３

夫婦１．７

1７．１

友人２．８

宗教活動２．１

４．９

友人４．１

宗教活動４．１

８．２

男

計

女

計

健康２４．４

ゲートポール１．６

運動０．４

2６．４

健康２ １．２

ゲートボール０．７

2１．９

酒・食事４

趣味３

旅行２

仕事成就２

平穏無事ｌ

勤務Ｏ

自由０

1４

趣味２

旅行２

仕事成就 l

勤務１

平穏無事Ｏ

自由 0

９

０
６
８
４
２
４
４
－
８
’
８
８
８
１
４
４
’
３

子。孫１４．４

家族１４．０

28.4

子。孫１３．８

家族１２．０

25.8

友人５．６

対人４．８

会合１．６

12.0

友人１１．３

対人４．６

会合０．７

1６．６

男

計

女

計

病気６

弔事０

７

病気９

弔事０

９

８
８
ｌ
６
ｌ
２
７
ｌ
９

自体的不快３

不成就１

４

不成就１

身体的不快０

２

２
２
－
４
－
７
４
’
１

家族３．６

3.6

家族６．４

6.4

対人１４．４

1４．４

対人３．９

３．９

対社会５

福 祉 ０

５

対 社 会 ２

環境０

２



ること，、勤務､，につくこと，、会合いに出ること，

熟ゲートポール.，日々が、平穏無事ぃであること，

､自由．であること，、平和、であること，、年金．を

もらうこと，．運動､,，好きな、酒や食事．をたのし

むこと，の１７回答種目に分類できた．「いやなこと」

では，、病気､，にかかること，、身体がどこか不快､、

なこと，、家族ぃ，、対人ぃ，、社会に対する.種々の不

快，、仕事が成就しないN、こと，、弔事ぃにあうこと，

－トポールw,等の比較的重い運動，その他の軽い､運

動い，、庭仕事､,，、家族ぃとの交流.，、夫婦．のいた

わり合い，、友人.とのつきあい，他者とかかわりあ

う、宗教活動､，家庭向きの、手仕事や家事小の14回

答種目に分類できた．同様に「うれしいこと」では，

､健康､､，、子・孫心，剛家族心，．友人N､，近所の人や知

人とのおしゃべりなどの、対人､､関係，、趣味い，、旅

行ぃすること，一生懸命していた、仕事が成就いす

表２－２生活意識項目の分類

一日常主にしていると思うことについて－
(％）

家庭科教育における高齢者

脇
グ

５７

家
族
の
た
め
に
し
て
い
る
こ
と

Ｓ志向型

社会活動５．２

５．２

社会活動１．２

１．２

神仏参り０．３

０．３

神仏参り１．７

１．７

社会奉仕２．４

宗教活動０．７

３．１

宗教活動０．３

０．３

一
番
時
間
を
使
っ
て
い
る
こ
と

一
お
も
な
仕
事
一

Ｈ志向型 Ｐ志向型 Ｆ志向型 ｍ志向型

男

計

計

庭・畑仕事１０．０

ゲートポール１６．９

睡眠３．１

運 動 ３．１

3３ １

庭・畑仕事６

ゲートポール９

睡眠２

運動１

７
０
０
２

1８ ９

事１６．６

聞１２．８

ピ１１．４

味５．５

新●

し

害

仕
読
テ
趣

4６ ３

プ レピ １ ４

読書・新聞７

仕事・勤務４

趣味２

３
６
７
０

2８ ６

子守・るす番４．８

家事４．１

手 仕事２．１

1１．０

家事３０．３

手仕事４．４

子守・るす番３．８

38.5

男

計

女

計

庭仕事３ ．４

畑仕事２．１

５．５

畑仕事２．０

庭仕事０．６

２．６

仕事・勤務４．５

4.5

仕 事 ・ 勤 務 0 . 3

０．３

９
９
３
３
１
１
Ｏ

除
い
番
伝
事
り
き

伝
す
毒
峠
馳

掃
手
る
家
家
小
風

2９

家事３２

る す番８

掃除５

手伝い３

風呂たき２

小物作り０

5３

３
３
８
１
７
４
７
－
３
’
９
５
２
８
３
６
’
３

家族の世話５．５

５．５

家族の世話５．０

５．０

男

計

女

計

庭仕事７．９

畑仕事７ ．２

1５．１

畑仕事５．０

庭仕事４．７

９．７

仕事・勤務２２．８

趣味３．１

雑用・身の廻り１．７

手仕事１．０

2８．６

手仕事３

雑用・身の廻り１

仕事・勤務３

趣味０

８
７
２
６

９ ３

家事手伝５

家事２

手伝いｌ

家族の世話１

るす番０

1２

家 事４３

家族の世話３

手伝いｌ

家事手伝１

4９

９
４
７
７
７
ｌ
４
ｌ
４
２
５
２
ｌ
３

地域の世話９．０

９．０

地域の世話２．０

２．０



矢榊

表２－３生活意識項目の分類

一将来のくらしと趣味について－
(％）

兄託

奥村美代子・吉田道雄・蜂谷千寿子・米村敦子・多久慶子・平野多嘉子

E国１浬

品託

－５８ －

Ｓ志向型

福 祉５ ．２

医療４．４

対社会２．０

経済１．６

環境 1 . 6

施 設１ ．２

税金１．２

１７．２

福 祉６ ．７

医療３．５

対社会１．８

環境１．１

物価１．１

施設 ０． ７

税金０．７

経済０．４

会合０．４

１６．４

０

社交１．２

１．２

将
来
の
く
ら
し
味
．
｜

趣

Ｈ志向型 Ｐ志向型 Ｆ志向型 ｍ志向型

男

計

女

計

健康になること０．４

０．４

健康になること０．４

０．４

年金１０．８

今のままで満足１．６

住生活１．２

自己発展０．８

1４．４

年金９．９

住生活３．２

今のままで満足１．１

自己発展０．４

1４．６

家族 2 . 0

2.0

家 族０．７

0.7

対 人０ ．４

0.4

対 人１ ．１

1.1

男

計

女

計

ゲートポール１３．１

軽いスポーツ４．８

やや重いスポーツ２．４

散歩１．４

踊り 0 . 7

2２．４

ゲートポール ９ ． ６

踊り６．１

散歩１．２

軽いスポーツ１．２

身体訓練 0 . 5

やや重いスポーツ０．３

1８．９

読書１６

民謡・詩吟４

音楽・絵画４

プ レピ３

俳句・短歌３

映画写真３

旅行３

パチン．３

書道２

仕事０

コレクション０

茶・花道 0

4２

民謡・詩吟１３

読書８

茶・花道５

俳句・短歌５

害道３

プ レピ３

音楽・絵画ｌ

旅行１

パチン． l

仕事０

映画・写真０

コレクション０

4７

６
１
１
８
４
４
４
１
８
７
７
３
ｌ
４
ｌ
７
７
８
５
８
５
７
７
７
３
３
３
ｌ
０

園芸２４．５

手仕事２．１

2６．６

手仕蝋２０．４

園芸１２．８

家族０．６

33.8

囲碁将棋１１．４

1１．４

０



粥
嗣
華
簿
酬
汽
哉
辱
か
副
蔀
雌

(いやなこと）(うれしいこと）

一
一

位
位

１
２

6０

図１－１生活意識項目の性別・年令・階級別出現率
一生活感情について－

8０

１

6０ 6０

(男）

4０ 4０ 4０

ナシ
鐸屋

2０ 2０ 2０

（
◇

孫

･地域活動

ボール０

孫

今
云

気
社
族

０
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代
前
半
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後
半

、
歳
代
後
半
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１
加
歳
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帥
歳
以
上
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１
６４

6５

１
６９

7０

１
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１
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6０

１
６４

6５

１
６９

7０

１
７４

7５

１
７９

8０

１

(生きがい）

７５

リ
7９

１
ｍ
の
Ｉ

6０ 6０

E Ｌ幻

6０

4０ 4０ 4０

(女）

シ

2０ 鐸儲 2０ 2０

孫
味
・
教
人

7０

１
７４

7５

１
７９

６５

リ
6９

6０

１
６４

会０ ０

６５

リ
6９

７０

リ
7４

８０

リ
6０

１
６４

6５

１
６９

7０

１
７４

7５

１
７９

8０

１
６０

リ
6４



7５

１
７９

(おもな仕事）(一日で一番時間を使うこと）

、
歳
代
前
半

、
歳
代
後
半

8０

１

6０6０ 6０

(男）

4０ 4０4０
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・
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底
罵
・
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蛎
弔
珊
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・
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齢
戸
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・
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調
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隙
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厩
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１
6５

１
６９

釦
歳
代
前
半

7０

１
７４

7５

１
７９

7０

１
７４
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上
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7５
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帥
〜
“

６０

リ
6４

8０

１

②
。

し

6５

１
６９
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誰
需
毒

６０

リ
6４
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リ
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話
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図１－２生活意識項目の性別・年令階級別出現率

一日常主にしていると思うことについて－
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家庭科教育における高齢者

.福祉．に対する不満，、環境．に対する不満，の９

回答種目に分類できた．以上と同様にして，表２－２

に示したように，「一番時間を使っている」と思って

いることは12回答種目に，「家族のためにしている」

と思っていることは12回答種目に，「おもな仕事｣と

思っていることは14回答種目に分類できた．同様に

表２－３に示すように，「将来のくらし」では１６回答

種目に，「趣味｣では23回答種目に分類することがで

きた．これらの表中の数字は，後に述べる志向型の

出現率を示したものである．

なお全項目を通じての無回答率は，性別では男１６．

３％と女13.1％で男がやや高く，年令階級別では６０

才代で１４．２％70才代で13.1％と80才代で22.5％

であり，８０才代になると増加を示した．

生活感情

高齢者の生活感情を「生きがい」・「うれしいこ

と」・「いやなこと」の３項目に対する回答によって

検討した．

図１－１の「生きがい｣，「うれしいこと」の第１位

はいづれも、健康．であり，「いやなこと」はその反

対の病気であった．これら２項目で次に高位を占め

ていたのは，、子・孫w，や，、家族、や、友人．との

人間関係についての関心であり，「いやなこと」で

は，これに関連して、対人、や、家族､，をあげてい

た．以上は男女ともに似た傾向を示していた．、社会

や地域での活動､，は男が女より多くあげていた．し

かしながら，これら３項11のいづれについても有意

な性差は認められなかった．

表２の「生きがい」と「うれしいこと」において，

健康に関連する回答種目の出現率は，それぞれ男２８

％，女23％と男26％，女22％を示し，表中の回答種

目のなかで高率を示した．

６０才以上の高齢者を調査対象にした，全国調査の

｢老後生活に関する世論調査」２)では，高齢者の「生

きがい・生活のハリ」として凧家族.，、職業・仕事

上のこと.，、趣味・娯楽．等が上位にあげられてい

る．また鹿児島における「高齢者の生活実態と意識

に関する調査」３)では，「生きがいや楽しみ」とし

て，、家族､，、趣味･旅行.，、友人．等が上位にあげ

られ，熊本市における調査4)でも，、子・孫心，、家

族.，、仕事や勉強．等が「生きがい」の上位にあげ

られている．その他の同種の調査も殆どこれらと類

似した結果を示している．しかしながら本調査では，

前述のように，一位には、健康．があげられ，既存

の調査と異なる結果を示している．この差異は，本

調査においては通常用いられる回答項目の選択に依

るのではなく，被調査者が自ら自由に記述する調査

方法を採用したために生じたことによるのではなか

ろうか．生活感情の基本に，生物の自然な反応とし

て強い自己保存意慾があって，高齢者の、健康N,保

持への自然な強い心情がそのまま現れたものと思わ

れる．

日常主にしていると思うことについて

高齢者が自分の生活で主にしていると思っている

事柄を，「一日で一番時間を使うこと｣，「家族のため

にしていること｣，「おもな仕事」の３項目に対する

回答によって検討した．図１－２を通覧すると，女の

､家事いが目立っている．これに対して男は女ほど特

に集中するものがなく，｢一日で一番時間を使ってい

ること」では、ゲートポール､,，「おもな仕事」では

､特にないと、仕事･勤務いが、立っていた．別の

調査による高齢者の実際の行動においても，女が家

事行動に集中し5)，男が各種行動に拡散')している．

この３項目については，いづれも１％以下の危険率

で有意の性差が認められた．〃＝１１，％2＝３７．１５，

〃＝１１，ｘ２＝41.99,〃＝１３，％'＝67.29．

加齢の影響については，年齢階級の上昇に伴う女

の家事の減少が明瞭である．また，、ゲートボー

ルい，、仕事･勤務N,，、特にないや，女の､ハテレピ心

と、留守番い，男の、庭仕事．が加齢によって変化す

る傾向が認められる．なお，地域による差は認めら

れなかった．

将来のくらし

図１－３の「将来のくらし」においては，男女とも

に、特になし．が一位を占め，特に女が高率を示し

た．、年金､については，男が加齢とともにやや減少

する傾向を示した．なお，性差や地域差による有意

差は認められなかった．

実際の調査場面において「いろいろありますが云

ったつちやしょうがありません（云っても仕方がな

い）という回答がしばしばあった．、特になしいの中

には，現状に満足というよりは，将来をあきらめて

いる状態がかなり含まれていると見るほうが，高齢

者の実際の生活意識に近いのではなかろうか．表４

の｢将来のくらし」の項でも，、福祉.，、医療､，、環

境．等社会生活に関して多種の要求を持つものの，

いづれも低い出現率である．

趣味

図１－４の「趣味」で，男は、園芸ぃ，軌囲碁・将

模.，女は、手仕事.，、民謡、の出現率が高く，男・

女ともに読書をあげていた．回答種目の数は，表２

－３の「趣味」の項目に示すように，今回の調査項目

－６１－
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家庭科教育における高齢者

の中でもっとも多く，多彩な活動をしていることが

うかがわれた．表３に，‘性別・地域別の趣味活動を

示した．今回の調査項目中で，もっとも地域差が現

れている項目であったが，有意差を認めるには至ら

なかった．男女間では危険率１％で有意差が認めら

れた．（〃＝22,兆2＝58.67)．

本調査における上位の回答種目は，鹿児島におけ

る調査3)の趣味の項に示された種目とほぼ同様であ

った．高齢者の社会教育活動や老人クラブ活動とし

て趣味をとりあげることが多く，各地で類似の趣味

教室が開催されているため，同じような趣味となる

のであろう．趣味としてあげた種目は多いが，実際

に趣味活動にあてている時間は「一番時間を使って

いること」の項をみると，ほとんどﾞテレビ.，蝋庭

仕事､，．読書・新聞．で占められ，その他の趣味に

使っている時間は少ない．

表２を通覧して，本調査の高齢者の生活意識全体

を検討すると，帆健康ぃと噸家族．に対する関心の強

さがうかがわれる．これは，「老人の生活と意識に関

する国際比較」６》で，「老後生活のイメージ」とし

て，、健康が衰えたあとの生活.を第一位にあげ，ま

た「一番大切なもの」で第一位に、家族・子供N、を

あげている日本の高齢者一般と，共通する特徴を示

していると見ることができよう．

２．志向型による生活意識の分類

応答傾向の推定

前述のように，生活意識に関する８項目のそれぞ

れについて高齢者が自由記述した回答内容を，カラ

ゴリーによって１４～25の回答種目に分類した.｢生き

がい」項目の中で，、健康.，、長寿ぃ，蛾庭仕事N,，体

をよく動かす、ゲートポール､､，その他の、運動．の

５種目のどれかをあげたものは健康(Ｈ)志向の応答

とみなし，、趣味v,，自分の､仕事や勤務w‘，のどれか

をあげたものは個人(P)志向とみなし，、子や孫.の成

長，、夫婦ゅのいたわり合い，その他、家族蝋との交

流，家庭向きの、手仕事や家事．のどれかをあげた

ものは家族(F)志向とみなし，、友人､，噸宗教活動.の

どれかをあげたものは対人(Ｍ)志向とみなし，各種

の、社会や地域での活動､,をあげたものは社会(S)志

向とみなした．

他の項目に対する回答種目についても同傭様に，表

２～４に示すようにＨ志向・Ｐ志向．Ｆ志向，Ｍ志

向,Ｓ志向の５つの志向に分類した.表２に各項目に

おける５志向の出現率を示した．

志向型の判定

各被調査者について，８項目の各項目毎に，その

回答種目が５志向のいづれに属するかを推定した．

例えばNo.269の被験者の場合は，８項目について

｢生きがい」がＨ志向，「うれしいこと」がＨ志向，

｢いやなこと」がＨ志向，「一番時間を使っているこ

と｣がＨ志向，「家族のためにしていること｣がＦ志

向，「おもな仕事」がＰ志向，「将来のくらし」がＳ

志向，「趣味｣がＰ志向であった．すなわち，Ｈ志向

が４個，Ｐ志向が２個，Ｆ志向が１個，Ｓ志向が１

個,Ｍ志向が０であった.そこでこのNo.269の場合

は,Ｈ志向がもっとも強く出ているとしてＨ志向型

と判定した．もしも優越する志向がない場合は中間

型とした．今回の調査対象ではＭ志向型とＳ志向

型に属する高齢者はいなかった．各志向型の出現率

及び生活行動と各志向型との関係は，別報')に詳述

してある．

高齢者の持つ以上のような生活意識を理解して，

日常の生活行動に対応する適切な援助のあり方を考

えてゆくことは，家庭科教育における今後の課題と

表３趣味の地域別・性別出現順位

(男） 女女）（女）

－６３－



奥村美代子・吉田道雄・蜂谷千寿子・米村敦子・多久慶子・平野多嘉子

して重要になると思われる．

要約

本報は，別報')の、家庭科教育における高齢者N､－

高齢者の生活行動と行動に影稗する生活意識につい

て一のなかで指摘した高齢者の生活意識について報

告したものである．

九州の熊本市，高崎市，豊前市に住む高齢者633名

(男290名，女343名)について調査を行った結果，以

下の点が明らかとなった．

１，高齢者の生活意識の基本に，健康と家族への

関心が深いことが認められた．

２，生活意識の地域差は認められなかった．

３，実際の行動を伴う項目以外は，性差及び加齢

による差は認められなかった．

４，生活意識を５つの志向型にわけることができ

た．
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